
,
ξ

<

、ゞ
テ

a

資
金
調
達
は
、
ほ
ぽ
す
べ
て
の
N
P
0
に
と
っ

て
普
遍
的
に
共
通
す
る
課
題
で
、
 
N
P
0
運
営
に

関
わ
る
人
が
共
通
に
頭
を
悩
ま
せ
る
テ
】
マ
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
 
G
S
社
に

よ
る
支
援
で
も
、
こ
の
点
は
夕
夕
く
の
N
P
0
か
ら

ニ
ー
ズ
と
し
て
{
奇
せ
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
や
海
外

か
ら
の
寄
付
者
を
増
や
す
た
め
の
提
案
、
企
業
と

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
溺
.
イ
ヒ
に
向
け
た
提

案
な
ど
、
対
象
に
ょ
っ
て
異
な
る
様
々
な
戦
略

戦
術
を
検
討
し
ま
し
た
。

女
川
町
や
大
槌
町
な
ど
で
、
放
課
後
の
学
習
サ

ポ
】
ト
に
取
り
組
む
認
定
N
P
0
法
人
カ
タ
リ
バ

を
支
援
し
た
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
場
△
气
プ
ロ
ボ
ノ

と
し
て
参
加
し
た
G
S
社
員
は
、
被
災
地
の
現
地

視
察
を
含
む
精
力
的
な
情
報
収
集
を
重
ね
、
寄
付

者
や
支
援
企
業
の
獲
得
や
維
持
に
必
要
な
施
策

を
、
優
先
順
位
づ
け
し
な
が
ら
提
案
し
ま
し
た
。

カ
タ
リ
バ
側
も
、
提
案
を
し
つ
か
り
と
受
け
止
め
、

寄
付
者
・
支
援
者
ヘ
の
対
応
の
改
善
は
も
ち
ろ
ん
、

個
々
の
ス
タ
ッ
フ
の
土
織
や
働
き
方
の
変
革
に
も

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

東
京
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
(
以

下
、
 
T
>
A
C
)
と
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス

社
(
以
下
、
 
G
S
社
)
で
は
、
 
2
0
]
0
年
か
ら

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
・
サ
ッ
ク
ス
・
ギ
ブ
ズ
・
ヨ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
(
G
S
ギ
ブ
ズ
)
に
取

り
組
み
、
ひ
と
り
親
の
資
格
取
得
や
ス
キ
ル
習
得

等
を
通
じ
た
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
や
、
児
童
養
護
施

設
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
や
進
学
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
(
詳
し
く
は
本
誌
連
載
記
事
参

刀
只
 
0こ

う
し
た
支
援
の
提
供
は
、
 
T
>
A
C
と
個
別

分
野
の
専
門
性
を
持
つ
N
P
0
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
す
が
、
 
G
S
ギ
ブ
ズ
に

お
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、
支
援

の
現
場
を
担
う
こ
れ
ら
N
P
0
自
体
の
基
盤
強
化

の
た
め
、
 
G
S
社
員
が
プ
ロ
ボ
ノ
は
よ
る
支
援
を

提
供
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で

今
回
は
、
 
N
P
0
法
人
サ
ー
ピ
ス
グ
ラ
ン
ト
と
連

携
し
、
実
施
し
て
い
る
G
S
社
員
に
よ
る
プ
ロ
ポ

ノ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
そ
紹
介
し
ま
す
。

聖

鼻

サ

年
、
プ
ロ
ボ
ノ
に
対
す
る
社
会
人
や
企
業
の
関
心

が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、
 
G
S
社
で
は
、
企
業
の

社
会
貢
献
活
動
の
喜
貝
と
し
て
、
社
員
に
ょ
る
プ

ロ
ボ
ノ
活
動
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

G
S
社
の
プ
ロ
ボ
ノ
の
白
取
大
の
特
徴
は
、
プ
ロ

ポ
ノ
と
寄
付
金
と
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
支

援
を
提
供
し
て
い
る
点
で
す
。
プ
ロ
ボ
ノ
・
プ
ロ

エ
ク
ト
は
、
イ
釡
イ
オ
ヌ
で
約
半
丕
戸
間
に
わ
た
り
ま
す

が
、
こ
れ
を
前
半
と
後
半
の
2
フ
エ
ー
ズ
に
分
け

て
い
ま
す
。
前
半
は
社
員
の
プ
ロ
ボ
ノ
に
ょ
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
重
点
的
に
行
う
一
方
、
後
半

は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
提
案
内
容
を
実
行
に
移

す
た
め
に
必
要
な
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
の
実
行

を
支
援
し
ま
す
。
施
策
の
実
行
に
か
か
る
経
費
は

所
定
の
金
額
の
範
囲
内
で
G
S
ギ
ブ
ズ
か
ら
助
成

さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

資
金
や
人
材
な
ど
り
ソ
ー
ス
の
少
な
い
N
P
O

の
場
△
口
、
い
か
に
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て

よ
い
提
案
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
実
行
に

移
せ
な
い
こ
と
が
課
題
と
な
り
が
ち
で
す
。
プ
ロ

ボ
ノ
に
ょ
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
助
成
金
に
ょ

る
実
行
支
援
と
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
ょ
っ
て
、
 
N
P
0
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
支
援

が
可
能
と
な
り
ま
す
。

二

＼
＼
、
一
＼

G
S
社
で
は
、
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
・
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
ス
(
C
T
W
)
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
プ
ロ

、

グ
ラ
ム
を
1
7
年
前
か
ら
全
世
界
の
オ
フ
ィ
ス
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
様
々
な
支
援
分
野
の
ポ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
準
備
さ
れ
、
社
員
は
そ
の
中

か
ら
個
人
の
ス
キ
ル
や
特
技
を
活
か
せ
る
よ
う
な

活
動
を
選
び
自
ら
の
意
思
で
参
加
を
し
ま
す
。
東

京
で
は
毎
年
、
幹
部
社
員
を
含
め
て
全
社
員
の

乃
%
以
上
が
参
加
を
し
て
い
て
、
企
業
文
化
と

な
っ
て
い
る
活
動
で
す
。

こ
う
し
た
活
動
体
験
を
通
じ
て
N
P
0
に
対
す

る
関
心
を
持
っ
社
員
も
増
え
、
中
に
は
「
単
発
的

で
は
な
く
、
 
N
P
0
と
磐
机
的
な
関
わ
り
を
持
ち

た
い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
。
フ
ロ
ボ
ノ
は
、
関
わ
る
期
間
も
長
く
、

時
問
量
も
夕
夕
く
、
一
見
、
参
加
す
る
社
員
に
と
っ

て
負
担
の
大
き
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
が
、

G
S
社
内
で
育
ま
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る

土
驫
・
関
心
が
高
ま
り
四
党
け
皿
と
し
て
効
果
的

に
機
能
し
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
社
内
で

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
を
募
集
す
る
と
、
早
け
れ
ば
ー

日
で
、
ど
ん
な
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
数
日
以
内

に
、
チ
ー
ム
の
定
員
で
あ
る
五
人
が
集
ま
る
と
い

う
結
果
に
表
れ
て
い
ま
す
。

G
S
プ
ロ
、
ホ
ノ
・
。
フ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
特
徴

「
。
フ
ロ
ポ
ノ
」
と
は
、
ラ
テ
ン
語
の
「
P
 
r
 
o

B
 
o
 
n
 
o
 
p
 
u
 
b
1
i
 
c
 
o
 
^
公
共
善
の
た
め

に
)
」
に
由
来
す
る
豆
六
で
、
社
会
的
・
公
共
的

な
目
的
の
た
め
に
、
職
業
上
の
ス
キ
ル
を
活
か
す

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
近

ヌ
と
な
り
ま
し
た
ノ
~
表
1
参
昭
ご
。
こ
こ
で
は
、

G
S
社
が
取
り
組
ん
だ
プ
ロ
ボ
ノ
に
つ
い
て
、
 
N

P
0
の
二
ー
ズ
・
課
題
と
い
う
観
点
か
ら
三
つ
に

八
鎚
し
て
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
 
G
S
社
が
国
内
の
他
の
金
融
機

関
に
先
駆
け
て
積
極
的
に
プ
ロ
ボ
ノ
に
取
り
組
ん

だ
背
景
に
は
、
社
員
の
N
P
O
 
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
寄
与
し
て
い
ま
す
。

①
中
長
期
的
目
標
の
設
定

一
つ
は
、
団
体
の
中
長
期
的
な
目
標
の
設
定
な

ど
、
組
織
の
在
り
方
自
体
か
ら
検
討
し
て
い
き
た

と
い
う
二
ー
ズ
で
す
。
 
N
P
0
が
成
長
す
る

、
、

1
i過
程
で
、
組
織
の
向
か
う
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て

合
意
形
成
が
難
し
い
よ
う
な
場
合
に
、
第
三
者
が

冷
静
に
現
状
を
分
析
し
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提

案
を
行
う
こ
と
が
N
P
0
に
と
っ
て
大
き
な
効
果

を
も
た
ら
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、
一
憂
に
ょ
る
表
現

カ
・
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
を
古
同
め
る
ワ
ー
ク

シ
ヨ
ツ
プ
を
提
供
す
る
N
P
0
法
人
J
A
M
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
支
援
し
た
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
の
場
△
口
、

事
業
モ
デ
ル
や
活
動
の
拡
大
・
展
開
に
向
け
た
方

針
な
ど
に
つ
い
て
、
組
織
内
の
△
且
形
成
に
課
題

を
抱
え
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
 
G
S
社
の

プ
ロ
ボ
ノ
チ
ー
ム
が
主
要
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
を
通
じ
て
、
将
来
の

事
業
モ
デ
ル
や
財
務
構
造
、
組
織
体
制
の
提
案
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
寄
付
金
を
活
用
し

て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
、
「
こ
と
ば
キ
ャ

ン
プ
」
と
い
う
新
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
称
を
開
発
し
ま

し
た
。
こ
の
支
援
が
奏
功
し
て
団
体
内
部
の
意
思

③
ス
タ
ッ
フ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

統
一
が
図
ら
れ
、
活
動
は
着
実
に
広
が
り
を
見
せ

て
い
ま
す
。

プ
ロ
、
ホ
ノ
を
通
じ
た
支
援
事
例

G
S
社
の
プ
ロ
ボ
ノ
に
ょ
る
支
援
先
は
計
6
団

②
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

] 5 ネ*ト0ーク.創3/8・9
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第9回

支揺舌動の
現場劉旦うNP0か

プロボノでさらに強化する
ゴールドマン・サックスとの協働事業



、

晟

ー
ニ
;
リ
武
卦
R
4
1
工
巽
、
.
韮
リ
夢
'
4
肝
勺
.
'
婁
f
1
.
参
弐
,
,
チ
ー
蓼
J
靈
重

嵯
峨
生
馬

(
N
P
0
法
人
サ
ー
ビ
ス
グ
ラ
ン
ト
代
表
理
事
)

第
三
に
、
組
織
運
営
や
業

務
の
進
め
方
の
改
善
も
N
P

0
に
と
っ
て
大
き
な
裟
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
、
関
わ
る
職
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
か
増
え
て

く
る
に
し
た
が
っ
て
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
基
盤
が
十
分
で

な
い
と
非
効
率
や
ト
ラ
ブ
ル

が
生
じ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
こ
う
し
た
N
P
0
の
課

題
に
対
し
て
は
、
組
織
と

し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
明
文

ヒ
、

リ
ー
ダ
ー
層
に
対
す
る

イ研
修
、
 
1
T
の
活
用
に
ょ
る

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
多
フ
え

ら
れ
る
施
策
を
組
み
合
わ
せ

て
、
運
営
基
盤
を
整
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

タ
タ
数
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
ょ
っ
て
、
低
所
得
世
帯

の
子
ど
も
な
ど
を
対
象
に
学

習
支
援
を
行
う
N
P
0
法
人

キ
ッ
ズ
ド
ア
の
場
△
只
多
数

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
効

的
に
喉
旻
牝
雁
さ
せ
.
る
た
め
に

は
、
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
担

う
学
生
の
育
成
が
不
可
欠
で

す
。
そ
こ
で
、
プ
ロ
ボ
ノ
チ
ー

ム
で
は
、
キ
ッ
ズ
ド
ア
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
求
め
ら
れ
る
心
得
や
、
活
動
に
あ
た
っ
て
の

基
礎
知
識
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し

た
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
層
の
学
生
を
対
象
と
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
立
川
に
あ
る
児
童
養
護
施
設
至
熟
子
園
で

は
、
小
規
模
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
化
を
進
め
た
結

果
施
設
の
立
地
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
、
本

部
ヘ
の
栗
議
書
の
決
裁
な
ど
の
事
務
作
業
の
負
担

が
増
大
し
て
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ボ
ノ
チ
ー
ム
で
は
、

音
苗
塑
疋
ル
ー
ル
の
整
備
と
電
子
決
裁
の
導
入
等

の
提
案
を
行
い
、
提
案
が
具
体
化
す
れ
ば
、
大
幅

な
負
荷
軽
減
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

、
 
1
一
゛
"
,
式
手

法
立
祉
舎
福
学
会
誠
社
至

こ
の
よ
、
つ
に
、
 
G
S
社
に
ょ
る
。
フ
ロ
ポ
ノ
は
、

子
ど
も
た
ち
や
ひ
と
り
親
、
施
設
職
員
な
ど
四
堂

益
者
に
対
す
る
直
接
支
援
と
並
行
す
る
形
で
、
 
N

P
0
自
体
の
基
盤
強
化
を
目
的
と
し
た
も
の
で

す
。
し
か
も
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
と
ど
ま
ら

ず
、
必
要
な
施
策
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
助
成
金

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
、
立
体
的
で
力

強
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
構
築
す
る
こ
と
で
、
 
N
P
0
の
変
革
と
基
盤
強

化
を
強
力
に
後
押
し
す
る
、
波
及
効
果
の
高
い
成

果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

NP0法人

JAMネットワーク

支援対象団体

NP0法人

子育てネットワーク・ビッコロ

NP0法人
キッズドア

子ども向けのプレゼンテーション

や自己表現のためのワークショッ
プを通じて、将来の社会的自立を
後押し

主な活動内容

認定NP0法人
フローレンス

清瀬市を中心に、24時間の預かり

保育、病児・病後児保育、育児・家事
支援、交流などの子育て支援に取
り組む

認定NP0法人
NP0カタリハ

こどもの貧困支援のため、学生ボ
ランティアを組織して学習機会を
提供

ブロボノによる支援内容

福島県郡山市・南相馬市に屋内公

園ふくしまインドアパーク」を設置
し、子どもたちに遊ぶ環境を提供

NP0のビジョン・事業目1栗事業内

容の整理と、それを実現する組織
体制等の提案

事務局スタッフヘのビジネススキ

ル研修、事業課題の整理と優先順

位付け、ファンドレイジング戦略等
の提案

宮城県女川町・岩手県大槌町にお
いて、放課後の課夕仰寺問における
学習サポートを提供

立川市に拠点を置く児童養護施

設。乳幼児や、高等教育進学を目
指す子どもをサポートする施設運
営にも取り組む

ポランティアマネジメントにおける

課題抽出と、学生ボランティア・リ

ーダーを対象とした研修プログラ
ムの提供

(表1)プロポノを通じた支援事例

NP0として使命の共有、内部体制
の尻梓斤、新サーピスfことばキャン

プ」ネーミング・ブランディング開

ビジネスモデルの検証と改善提
案、広報・ファンドレイジング強化
のための提案

寄付者二ーズに関する多角的ヒア

リング等情報収集・提供、寄付者と
の関係構築に向けたアクションの
提案

戦略的意志決定、会議進行などの

スマート化、組織概要資料など対
外的な広報ツールの整備

立地が分散する施設相互問にお
ける情報共有・意思決定プロセス

における課題抽出と改善提案

ガイドプックの整備、学生ボランテ

イア・リーダーの意識付けとボラン

ティアマネジメントの改善

利用料金や利用ルールの改善、ウ
エプサイトの整備英語版ウェブサ

イトの構築、クレジット決済機能
の整備等)

適切な情報公開、寄付者等とのコ

ミュニケーションを整備、協働企業
との連携強化などを推進

組織内の意思決定プロセスの明
確化、電子決済システムの一部違
入等による作業効率の向上
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